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 千葉県ユニセフ協会、千葉県、JICA東京と共催で、そごうギャラリーにて、
それぞれの活動を紹介するパネルや写真などの展示を行いました。
新型コロナウィルスが5類に移行して以降、ギャラリーはたくさんのお客様で
にぎわっていました。

　千葉県の地域日本語推進事業の円滑な実施のため、具体的な進行方法や来年度
の実施計画について、委員とともに検討しました。大学や日本語教育有識者、
市町村国際交流協会の貴重な意見、現場の声を元に、より効果的な事業の実施に
向けて協議しました。

◆国際協力パネル展　6月26日～7月3日

◆地域日本語教育推進事業　調整会議　7月20日

　地域で活動されている日本語学習支援者の方々を対象に、活動のヒントを学ぶ
講座を開催しました。支援活動の対象者別に〈子どもへの支援活動編〉〈生活者
（大人）への支援活動編〉と題し、総勢43名の方にご参加いただきました。
昨年に引き続き対面での開催となり、グループワークや質疑応答を交えながら、
大いに盛り上がりました。

9月7日　子どもへの支援活動編
　テーマ：「外国ルーツの子どもたちと豊かな学びを目指して」
　講　師：髙栁なな枝　氏（地球っ子クラブ2000代表）
9月26日　生活者（大人）への支援活動編
　テーマ：「学習者の視点に立った漢字学習　
　　　　　　～漢字を楽しく効果的に支援するために～」
　講　師：鈴木英子　氏（公益財団法人宮城県国際化協会

　　　　　　　地域日本語教育コーディネーター）
　　　　　※『どんどんつながる漢字練習帳　初級』
　　　　　　『どんどんつながる漢字練習帳　中級』編著者

◆日本語学習支援者フォローアップ講座　9月7日・26日

　9月8日に、台風13号の接近に伴い、千葉県災害対策本部が設置されたことを
うけて、千葉県災害時多言語支援センターを立ち上げ、県内外国人支援への
対応にあたりました。HPやSNSで必要な情報を多言語で発信するとともに、
当財団に登録のある語学ボランティアの皆さんに翻訳の協力を呼びかけた
ところ、53名の方から協力の申し出をいただきました。今回活動はなかった
ものの、日ごろからボランティアの皆さんとの連携を持つことで、いざという時
に備えていきたいと思います。

◆千葉県災害時多言語支援センター設置　9月8日・9日

7月10日　千葉大学附属小学校（2年生対象）
　イギリス出身のローラ先生に、イギリスの衣食住について説明して
もらいました。日本ほど学校の数学などの勉強が難しくないと聞いて、
子供たちからは驚きの声があがりました。レンガ造りの建物が多く見ら
れることをたくさんの写真とともにご紹介いただき、見慣れた日本の
建物の外観との違いに、子供たちは興味を持って話を聞いていました。

7月12日　千葉市立花見川小学校　特別支援学級　
　外国にルーツのある子供が多数在籍する花見川小学校では、誰でも
自分のルーツに誇りをもち、友達の国がどんな国なのかをお互いに知る
授業を行い、それぞれの国に魅力や良さがあることに気付くきっかけと
なりました。

◆多文化共生理解促進講座

千葉県国際交流センター　事 業 

子どもへの支援活動編の様子

生活者（大人）への支援活動編の様子
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報 告 （令和５年７月～10月）

8月24日　千葉大学附属病院（小児病棟）
　ペルー出身で旅行会社に勤務する上村　寿安　カルロスさんが、千葉大附属
病院に入院している小児がんの子どもたちを、ペルーの世界遺産マチュピチュ
をめぐるバーチャルツアーに案内してくれました。まずは成田空港から飛行機
でクスコへバーチャル移動！機内から見える景色を大きな画面で見ながら、
アナウンスなどの音声が加わり、臨場感たっぷりの旅客機搭乗が体験できま
した。現地ガイドの説明を聞き、
壮大なマチュピチュ遺跡の中で
アルパカやリャマの赤ちゃんを
見た子どもたちからは、「かわい

い～」と声があがっていました。この講座は、認定NPO法人小児がんミル
フィーユフロンティアーズの協力を得て、長期入院中で病室にいる子どもたち
が医療関係者や家族のほかに、様々な人や生活文化、考え方を学び広い視野を
持って退院後の自信やよりどころにしてほしいと願って開催されました。

9月15日　船橋市立二宮中学校
　スリランカ、ペルー、中国、インドネシア、パキスタン出身の講師が、中学3年生7クラスを対象に、出身国別エピソー
ドゲーム「レヌカの学び」を使用した授業を実施し、講師のバックグラウンドに触れながら、多文化理解を深めました。

9月20日　市川市大洲小学校
　ブラジル、メキシコ、中国出身の講師が小学5年生3クラスを対象に、世界の国の暮らしと日本の暮らしを比べる授業を
行い、身近にいる友達との関わりを考えながら他国の文化を受け入れることについて考えました。

◆多文化共生理解促進講座　（前ページから続き）

　千葉県と共催で、市町村、市町村国際交流協会、民間国際交流・協力団体等の
担当者を対象とした会議を、4年ぶりに対面で開催しました。第一部の団体の
活動紹介では、①市川市国際交流協会「国際交流活動の再開について」、②ウク
ライナ避難民の方から「本当のことを知る大切さ～ウクライナから避難して」
③松戸市経済振興部「日本梨をドミニカ共和国の特産品に！」④佐倉国際交流
基金「佐倉市国際文化大学について」の発表がありました。
　第二部の分科会では、①国際交流②ウクライナ③国際協力の3テーマ4班に分
かれ意見交換をしました。今後もいろいろな団体が連携し、県内の多文化共生や
国際交流活動が促進されるよう、ネットワークを広げていきたいと思います。

◆国際交流・協力等ネットワーク会議　10月5日

　「エコメッセ　in　ちば2023」において、多文化共生に向けての取り組みや事業
をパネル展示と映像で紹介したほか、小・中・高校において交流活動をしている
ブラジル・アメリカ出身の講師2人に、小学生向けの講座を日本語と英語で披露
していただきました。またSDGＳへの取り組みのイベントとして、フードドラ
イブ（寄付いただける食品の回収）キャンペーンを9月26日から実施し、（一
社）千葉県環境保全協議会、千葉ウィスコンシン協会をはじめ、たくさんの食品
のご寄贈をいただき、フードバンクちばへお届けしました。

◆エコメッセ2023 in ちば＠幕張メッセ国際会議場　10月15日

　千葉県と共催での多言語支援センター運営訓練は、今年で2回目になります。
今回は語学ボランティア8名の方が遠隔で参加してくださり、災害時に必要な情
報発信の多言語化をお手伝いいただきました。
　講師の方からは、どこの国の出身者が多いか、どこに周知したらよいかを予め
それぞれの自治体が把握しておくことで、発信言語を絞り込むことができる、ま
た、語学ボランティアの方々などと普段の活動を通してつながり、訓練を積み重
ねていくことで、より対応の精度をアップさせていくことができる、とのコメン
トをいただきました。

◆千葉県災害時多言語支援センター運営訓練　10月19日

病室から世界をのぞいてみよう～ペルー絶景マチュピチュバーチャルツアー2023
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　「ハロー！」「マルハバ！」「テナ・スティリン！」「ミンガラバー！」皆さま初めまして、

今年 7 月から JICA 千葉デスクに着任いたしました岩沢久美子と申します。冒頭の

言葉はこれまで私が暮らした国のこんにちはの挨拶です。皆さま、どこの国だか分かり

ますか？

　これまで、イエメン、ヨルダン、イラク、レバノン、エチオピア、ミャンマーで主に

教育協力の業務を行ってまいりました。コロナ禍で2020年に約20年ぶりに故郷の

千葉県に戻ってきて、ご縁あってこの度JICA千葉デスクの業務につけたこと、大変

嬉しく思っております。今後は、千葉県におけるJICAの窓口として、千葉県と世界を

つなぐ活動ができればと思っております。

　皆様、「国際協力に興味があるけど、何をしたらよいかわからない」「協力隊に関心がある」などの疑問・質問

ありましたら、お気軽に JICA千葉デスクまでご連絡ください。

岩沢久美子　

ＪＩＣＡ千葉デスクのページ

　JICA海外協力隊の秋募集は、2023年11月1日（水）～12月11日（月）まで受け付けています。説明会も以下

の日程で実施しています（一部のみ掲載）。「説明会の参加を逃した」や「もっと個別の相談がしたい」等の

ご要望がありましたら、お気軽にJICA千葉デスクまでご連絡ください。

　【千葉会場】・11月11日（土）14:00-16:00　場所：幕張メッセ／千葉市美浜区

　【東京会場】・11月18日（土）14:00-16:00　場所：JICA地球ひろば（JICA市ヶ谷ビル）／新宿区市谷本村町

　　　　　　　・12月２日（土）14:00-16:00　場所：JICA東京／渋谷区西原

千葉県国際交流センター内　JICA千葉デスク　岩沢　久美子
TEL：043－297－0245　/　090-4024-0441
FAX：043－297－2753　E-mail：jicadpd-desk-chibaken@jica.go.jp

JICA千葉デスクに7月3日から、岩沢久美子さんが着任しました！




